
▲ 昭和42年４月29日、旧鹿児島市と旧谷山市
が合併。面積279.15㎢、人口約38万６千人
の新しい鹿児島市が誕生しました

▲ 昭和55年７月10日、推計人口
が50万人を突破しました
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　旧谷山市と旧鹿児島市の合併時、まだ谷山
地域は遠浅の海が近く、よくバケツ片手に魚
を捕りに行ったものです。合併して50年、今
では埋め立てられた所に建物が建ち並び、駅
も立派になり、すっかり様変わりしましたね。

　コアラが初めて来たときは、お客さんが
殺到して、車は笹貫あたりまで渋滞してい
ました。獣医としては、きちんと育てない
といけないというプレッシャーが大きかっ
たですが、やっぱりかわいかったですね。

秋元 茂行さん
（谷山在住）

酒匂 猛さん
（元平川動物公園園長）
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  「かごしま市民のひろば」は、市民の皆さんに
支えられて、今月、第600号を迎えました。
　２・３面では、第１号を発行した昭和42年から
50年の本市のあゆみを、広報紙で振り返ります。

【広報課☎216-1133D216-1134】
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▲ 市制100周年を記念してサザ
ンピア21を開催。連日多くの
来場者でにぎわいました

▲ 昭和59年10月、初めて平川動物公園にオス２
頭が来ました

⑥
第
263
号（
平
成
元
年
４
月
）

▲ 明治百年記念式典が開催され、
皇太子、同妃両殿下が来鹿され
ました
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▲ 第27回国民体育大会「太陽国
体」では鹿児島県が天皇杯、
皇后杯を獲得しました
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